
















































































太田吉彦 ･嵯峨 堅 (静岡大 ･理)
隆起菜は,腺性下垂体構成要素の一つとして脊
椎動物に一般的に存在しているが,その構造や機
能についての解析は充分になされていない部位で
ある.晴乳輪の隆起葉は,発生学的にはラトケ賓
の外側突起が背方に伸長したもので.ラトケ衆の
前壁から生ずる下垂体前葉と相同の組織である.
前葉には5種類の前菜ホルモンを分泌する腺細胞
が存在しており,免疫約孤化学的にも同定されて
おり.械能も明らかにされてきている｡
本研究は.これまで研究の少ないニホンザルを
材料として.隆起燕の稲造を光学並びに田子田微
銃レベルで解析すると同時に,機能を明らかにす
るため各種下魂体前菜ホルモンの抗体を用いて免
疫組絞化学的な面から検索したものである｡
ニホンザルの降起矧 ま,視床下部から伸長した
漏斗柄の周囲に沿ってコード状に配列する上皮性
の腺細胞から梢成されている｡免疫組織化学的検
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